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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

　・こころすこやか財団より～ノーマライゼーションの理念に基づき地域で生活する障害者・高齢者・子供などを含む地域住民の方に広く参加していただき、地域交流活動、地域ネットワーク構築を目的として「すこやか祭」を企画いたしました。

　　　日　時：7/18（土）　　　11:00～15:00
雨天時は開催場所を青陽館に変更して決行致します。
場　所：財団法人　こころすこやか財団　ふれあい広場
内　容：田面木保育園・八戸工業高等専門学校・自主クラブによるステージ発表、屋台の出店など皆様でお誘い合わせの上、是非ご参加ください。また、職員ボランティアも募集しています。希望される方はこころすこやか財団までご連絡ください。
・教育委員会より～第3回　院内研修のお知らせを致します。

内容：「精神保健福祉の最近の動向」
　　　・精神科病院退院後の生活支援、福祉制度など現場で
　　　　必要な知識についての講義です。
講師：こころすこやか財団　障害福祉支援部
　　　精神保健福祉士　　竹内　一貴
日時：7/28（火）、29（水）の2日間
場所：メンタルケア病棟４階ホール
時間：17:30～
出欠の入力は、Ｈ21教育委員会→院内研修→第3回院内研修→出席表
までお願い致します。参加当日、17:30過ぎてからの入室は受け付けませんので、時間厳守でお願い致します。
・灯油地下タンク点検のお知らせ～3年毎の点検を予定しておりますのでお知らせ致します。点検を行うために業者がメンタル南Aホールに入るため患者様に迷惑が掛からないようにお願いはしてありますが、不都合なことがあれば庶務へ連絡下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　また、お風呂、業務には支障が無いとのことです。

　　　　実施日：7/23　8：30～14：00　

　　　　　　　　　　　　　　　　場所：メンタルケア病棟　灯油地下タンク

・オンコール・日勤チーフ変更について～7/13　オンコールを中村SGM→谷藤SGMへ変更。

　　　　　　　　　　　　　　　　（理由：スタッフ人数調整による勤務変更のため）
＜患者様連絡事項＞

・外山　尚武様～主治医へ、依然易怒性続いており、vdsを遅い時間に服用しようとする事を情報提供しています。本日夕よりリスペリドン(1)(抗精神病薬)1×夕　4日分(～7/12まで)　臨時処方となっています。また、辞書の件についても本日のリーダーと東SGMへ情報提供しています。

・加賀谷　芙美子様～背部痛続いている為、アスモロール(鎮痛消炎剤)100g処方となっています。

・田端　テル様～両膝痛続いている為、アスモロール(鎮痛消炎剤)200g処方となっています。

・袴田　将志様～本人様より、依然ジプレキサ(抗精神病薬)を減らして欲しい事、不眠時頓服薬に対する理解の乏しさある事情報提供しています。主治医より

　　　　　　「本人には、問診の時にも説明しているが、ジプレキサは減薬したばかり

なので、１週間様子を見る事、頓服薬は、最低１時間空け、それでも眠れない時に限り、ベゲタミンA(抗精神病薬)を服用する様、根気強くその都度説明してください」との事。
・田中　ミサオ様～本日の面談について主治医へ確認しています。主治医より15:30～感染会議が入っているので、御家族には先に施設を見学して頂く様にして下さいとの指示あり。山田SWへ情報提供しています。

面談前に、PSWと共に「南陽館」の見学をし施設職員より説明をうけています。16:00より主治医・本人様・娘様・PSW　で面談しています。7/11(土)14:00～15:00の間に退院予定となります。退院後は、長女様宅で生活をし、ディケア(南陽館)・ヘルパーを利用していくこととなります。初外来は7/29(月)まで薬を処方するので、その間に決めていくそうです。

・川村　敏也様～退院に向け疾病・服薬勉強会を7/10(金)より実施します。企画書、スタッフ用テキストを作成しているので、担当スタッフは各自確認し、実施お願い致します。

＜ＳＳＴより＞

・未導入者　古川　富蔵様･･･診察時主治医へ確認をし、導入していく予定です。グループで行う事に拒否がある為個別での導入を検討して行います。

　　　　　　外山　尚武様･･･主治医に確認をし、今週は見学をし来週からの導入となる予定です。

　　　　　　種市　久子様･･･来週水曜日診察時主治医へ確認をし、導入していく予定です。

　　　　　　中島　純子様･･･今週より導入予定となっています。

　　　　　　

グループでの実施導入だけでなく個別での導入も行っていきます。

＜自己服薬管理者・評価検討＞

・出河攻様　大橋照子様　山田隆雄様は忘薬、拒薬なく問題なく行なえています。
＜ＯＴより＞

・中島　純子様～本日より、導入となっています。オリエンテーションでは、「死にたい気持ちはあるが、今は病気だから出てくる感情だと思えるようになってきた。」と話されています。作業室は、危険物がたくさんあるので、気分の落ち込みや、不安がある時はスタッフに話すようにと伝えると、大丈夫ですと話されています。楽しみながら行い、気分の安定をはかっていくことを作業目的としていきます。つくスタッフは、作業中の様子をこまめに見ていくことをお願いいします。

・袴田　将志様～今週は一度も参加せず、夜間の睡眠も十分取れていないのか体調不調を訴え、すぐに退席しています。生活リズムを整える為、参加の促しをしていくようにしましょう。今後の方針を考える為に、主治医へ情報提供をし、確認をしていきます。

・岡田　石子様～本日より、ぬり絵を行っていますが、左手で上手く行えています。雑談を含めながら関わりが薄くならないように援助していきます。

・外山　尚武様～問題や不安に対してイライラ感は見られるときは、傾聴することで落ち着くことできています。独語は、変化ないです。現在、テストを行っていますが、作業内容をにつめ対応していきます。

・佐々木　淳様～現在、病棟で実施している歩行訓練にOTの男性スタッフも参加し行って行きます。メニューの内容を検討し決まり次第連絡をします。

＜接遇委員会より＞

・7/10(金)より患者様満足度アンケートを実施する予定となっています。西病棟では、7/16(木)リハプロの時間を利用し、実施します。当日つくスタッフは用紙を準備してお

くのでお願い致します。

＜川端Dr診察＞

・江刺家　陽輝様～入眠時間を主治医より尋ねられ、夜11時から1、2時に眠っていると話された為、遅くても10時前には眠れなくても眠る様にと指導されています。本人希望でオーディオ本体、イヤホンは自己管理とし充電は詰所で行うように説明を受け、納得されています。入眠時間を守っていくように促して行きましょう。

・大湯　輔様～本人より、来週中に退院したいと希望があり、奥様に7/13(月)11:00か7/14(火)16:30に主治医との面談を行なう事連絡をするように指示があり、本日準夜帯で奥様に電話をし7/14(火)16:30～の希望がありました。面談の際には先に、主治医・奥様のみで行い、その後、本人を入れて欲しいとの事です。ご家族は、外泊時の様子からも退院はまだ早いと感じていることを主治医へ伝えたいと話されています。主治医には、メールにて連絡しています。

・佐々木　康子様～眩暈や口渇は変わらず見られると訴えがあり、次回診察まで症状改善ない場合は五苓散を変えると説明をされています。主治医より外泊についてどう思っているか質問をされ、「家族が忙しい中面会に来てくれるから外泊外出もいいです。」と話されるが、本心はどうなのか聞かれると「やっぱり外泊したい。」と話されています。主治医より、保護者の方と今後について面談を行いたい事連絡するように指示があり、本日、準夜帯で保護者へ連絡しています。保護者は、「今週中考えさせて欲しい。」と話され、折り返し電話しますとのことです。主治医には、メールで連絡しています。

・阿部　文香様～主治医より、他患者様に性的な事を言われたことがあるか、誰に言われたのか尋ねられています。「言われたことがある。」と話され2名(蛭名様、春本様)の名前を挙げています。蛭名様には1回で、春本様には2～3回と話された為、SGMから春本様に詳しく話を聞き主治医へ報告するようにと指示があります。

・山下　拓也様～小遣管理帳を見せ残高がきちんと残っていることを主治医より評価されています。１ヶ月の小遣いの使用の仕方で電話券の買い方など指導するように指示を受けています。担当は、本人と話し指導をしていきましょう。

・宮本　建蔵様～本人より、妹様に外泊希望をし日時を指定したら断られたとの事で、主治医より今後は妹様の都合に合わせて外泊以来をする事と、外泊がダメになっても落ち込まないこと物を壊さないことを指導されています。ご家族様と連絡が取れないと動揺したりするので外泊についてや連絡が取れないなどの訴えがある時はその都度対応していきましょう。

